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Ts鋼 を用いて環納式推弓形成術を行つた脊髄腫瘍の5例
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 高橋育太郎。 円司 責文。 西野 正洋●

有価籠瘍手術には班常 訛弓切除術が行われるが

魁Sヽ のアプローチのため 直接病変の及んでいな

い惟弓や後方の軟印組織を犠Jに することが多い
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